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★ 株主の皆様へ

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り厚
く御礼申し上げます。
　当第2四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇
用情勢に改善がみられ、緩やかな回復基調が続いた一方、個人消
費は消費増税の影響や駆け込み需要の反動が長期化し低調に推移
したほか、円安の進行よる輸入原材料価格の上昇の影響などから、
力強さに欠けたものとなりました。
　建設産業におきましては、住宅投資では駆け込み需要の反動減
から着工戸数が伸び悩んだほか、原材料価格や労務費の上昇が続
いたものの、公共投資は、震災復興需要や国土強靭化政策による
社会インフラ整備などにより底堅く推移し、民間非住宅投資は、
企業収益の改善を背景に緩やかな増加傾向がみられました。
　このような状況のなか、当社グループの業績は、中期経営計画
の基本戦略のひとつである「土木・建築・海外の3事業のバランス
がとれた収益基盤の構築」を推進し、営業利益、経常利益、四半
期純利益ともに昨年同四半期を上回
る結果となりました。業績概要やセ
グメント別売上高等は次ページ以降
をご覧ください。
　当社グループは「Challenge」を
合言葉に、もうワンランク上のステー
ジをめざしてまいりますのでご期待
いただきたいと存じます。

平成26年12月
代表取締役社長



★ TOYOトピックス

国際コンテナ戦略港湾関連工事が進捗
　世界的にコンテナ船の大型化が進んでいることへの対応として、京浜港
と阪神港が「国際コンテナ戦略港湾」に選定され、航路の増深や岸壁・ア
クセス道路などの整備が行われています。当社は現在、南本牧地区（横浜
市）で臨港道路橋梁下部工事を、ポートアイランド地区（神戸市）で航路
等の浚渫工事を施工しており、これからも「海洋国家日本」の復権に向け
た関連事業に積極的に取り組んでまいります。

大型食品工場新築工事を受注
　当社は、平成26年9月に株式会社武蔵野フーズ様よりカムス神戸工場新
築工事を受注いたしました。
　同社は主にコンビニエンスストア向けのパンや麺類等を製造販売してお
り、本工事は近年の中食※市場の拡大に伴って計画されたものです。当社は、
同社工場の建築実績や、設計プラン等が高く評価され、設計・施工での受
注に至りました。株式会社武蔵野ホー
ルディングスのグループ会社様から
の工場受注は今回で12件目となり、
これからもその信頼に応えるため努
力を続けてまいります。

※中食：‌�レストランで食べる「外食」、家で自炊する「内食」
に対し、惣菜や弁当を買って家で食べる食事スタ
イル。

南本牧地区に建設中の臨港道路橋脚 ポートアイランド沖の航路を浚渫する讃岐号

完成予想図



★ 会社概要（平成26年9月30日現在）

★ 株式INFORMATION

社 名
英 文 名 TOYO CONSTRUCTION CO., LTD.
創 立 昭和4年7月3日
資 本 金 10,683百万円
営業種目 土木建築工事の請負、建設コンサルタント、土地造成、地域・都市・

海洋・資源エネルギー開発及び環境整備、発電、エネルギーの供給
に関する事業、不動産業、その他関連事業

従業員数 1,583名（連結）
HPアドレス http://www.toyo-const.co.jp/

NISAを利用する場合の配当金受取方法について
　平成26年1月より開始されたNISA（少額投資非課税制度）口座で購入された
株式の配当金を非課税とするには、証券会社の口座で配当金を受領する「株式
数比例配分方式」を選択していただく必要があるため、お取引の証券会社にて
所定の手続きを行ってくださいますようお願いいたします。
　※NISA口座開設前にご所有の株式は対象にはなりません。
　※詳しくはお取引の証券会社にお問合せください。

★ TOYOトピックス
当社ホームページをリニューアル

　皆様によりご覧いただきやすくなるよう、当社の
ホームページをリニューアルいたしました。
　豊富な施工実績はもちろん、当社が誇る数多く
の工法の紹介や、戦前から築き上げた85年に及ぶ
歴史等、多くの情報を掲載しております。今後も
定期的な情報発信に努め、内容を充実させてまい
ります。

URL : http://www.toyo-const.co.jp/



★ 平成27年3月期第2四半期の連結業績概況

　当社グループの経営成績の状況は以下の通りです。
　詳細につきましては、当社ホームページ「株主・投資家情報」を
ご覧ください。

％表示は対前年同四半期比

経営成績
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★ 平成27年3月期の連結業績予想
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

通　　　期
売 上 高 142,000 百万円 2.0％ 減
営 業 利 益 4,100 百万円 1.8％ 増
経 常 利 益 3,300 百万円 1.8％ 減
当 期 純 利 益 1,800 百万円 9.9％ 減
1 株 当 た り 純 利 益 22 円  49 銭

配 当 の 予 想   7 円  00 銭

※実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

不動産事業
12億円

その他事業
0.7億円

海外建設事業
92億円

国内土木事業
371億円国内建築事業

184億円
不動産事業
2億円

その他事業
0.7億円

前年同四半期
（平成25年9月）

海外建設事業
151億円 国内土木事業

329億円国内建築事業
200億円

％表示は対前期比

セグメント別売上高


